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実際の
順位
　　全国
22　四川省
23　貴州省
26　陳西省
16　河南省
3　河北省
24　雲南省
15　山東省
10　江蘇省
4　山西省
5内蒙古自治区
生活用石
炭燃焼
　万t
31737．18
8252．15
2466．32
2061．05
1971．48
1900．31
1785．25
1703．14
1352．66
1048．66
1019．22
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　　　　　　　　　　　　中国の省別産業別CO2およびSO2排出量の推計に向けて
の省の格差が拡大している。産業別格差のシミュレーションでは，工業
の燃焼効率が相対的に良くなる分，工業起源の排出割合が増えている。
しかし，省問の排出順位そのものには，生活起源の順位に多少の異動が
あるほかはおおきな違いが見られない。少なくとも，シミュレーション
結果からいえることは，地域間や経済活動間で燃焼効率格差，脱硫率格
差がもし存在すれば，SO2の排出分布がより偏ったものになるであろう，
ということである。もしそうだとすればある地域，ある経済活動に対す
る対策の重要性がより強調されたものとなるであろう。
5．おわりに
　本研究の出発点は，中国の国土は広大でありその環境問題を議論する
ときには地域別の視点がどうしても必要である，という問題意識である。
しかし情報収集に取りかかってみると，意外にデータが限られているこ
とに気づかされた。
　CO2の推定については，子種の違いによる炭素含有量の地域差を考慮
に入れることができなかった。しかし49種類の石炭について分析された
データによれば，炭素含有量には炭種によって少なくない差異が見受け
られるので，このような差異を推定に反映させていく努力が必要である。
また前節の最後に述べたように，そのほかにもいくつかの工夫を考えて
いく必要がある。望ましい推定値を得るためにさらに必要とされる情報
をまとめれば，①地域別炭素含有量の違い，②諸燃焼装置の地域別産業
別燃焼効率の違い，③地域別産業別脱硫率の違いである。今後これらの
違いを推定に反映できるような情報収集と推定方法の開発をぜひ考えて
いきたい。
109
参考文献
［1］　山田辰雄・橋本芳一編（1995）「中国環境研究』勤草書房
［2］池田明由（1997）「公表データに見るSO2排出の実情と問題点一ボイラ
　　をめぐる問題を中心に一」
［3］黒田昌裕，木地孝之，吉岡完治，早見均，和田義和（1996）『中国のエネ
　　ルギー消費と環境問題』通商産業研究所　研究シリーズ27
［4］科学技術庁科学技術政策研究所（1992）『アジアのエネルギー利用と地球
　　環境』大蔵省印刷局
110
